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中央プラン③ 

「学習の振り返り」 

（認知的方略） 

 

他者・自然と共に生きる 

・自分で考え、自己で決定して 

主体的に動くことができる。 

・自ら問いを立て、探究していくこと 

ができる。 

・自他を認め、課題解決に向かって最 

後までやり抜くことができる。 

・自分と他者の意見を比較し、その 

上で、自分の考えを表現すること

ができる。 

・課題解決した経験を他の活動に活か

すことができる。 

・問題や課題について「自分ごと」と

して捉え、活動することができる。 

・自分を見つめなおし、よりよく 

 するために活動することができる。 

・自己で課題を発見し、その解決に向 

けて取り組むことができる。 

・身の回りの郷土や自然について興味

を持ち、自分の生活と結びつけるこ

とができる。 

・友達や教師に自分の意見や 

考えを伝えることができる。 

・身に付けた知識や技能を活かし、 

新たな課題の解決に取り組むことが 

できる。 

・相手の立場に立ったものの考え方が

できる。 

・自分や友達のよいところを見付 

け、認めることができる。 

・課題に向かって見通しを持って活動 

に取り組むことができる。 

・他者と協働し、課題解決にあたるこ 

とができる。 0 
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学習したことを生

かし、学力を伸ば

す児童生徒 

自己肯定感・自

己効力感を持ち

続ける児童生徒 

郷土・人・あいさ

つを大切にする

児童生徒、 

中央プラン② 

「学習の仕方」 

（柔軟的方略） 

中央プラン① 

「学習の見通し」 

（プランニング方

略） 

☆教科等  

＜国語＞まとめの形を工夫する。  

＜算数・数学＞ICT を含めた教材教具の効果的な活用 

＜外国語＞子どもたちからの課題設定を促せるように手立て。  

＜社会＞新聞や広報の活用。 

＜理科＞分野ごとの見通しをもたせ、適切な方法でまとめる。 

＜体育＞ICT の活用、また、児童生徒自身が課題を考えられるようにする。 

＜図工・美術＞見本や例を提示、学年に応じた制作の計画をたてさせる。 

＜音楽＞児童生徒自身による楽器の選択、共通事項の徹底。 

＜技術・家庭＞基礎基本を教えた上で、自分で選択し活用させる。 

☆教科外等 

＜道徳＞自分事として振り返る時間

を確実に設ける。 

＜特別支援教育＞学習活動の可視化

（教室掲示・ＩＣＴの活用）。 

☆教科外等  

＜総合的な学習の時間＞テーマ・発表の自己決定 

＜特別支援教育＞学習活動の可視化（教室掲示・ＩＣＴ

の活用）。 

＜ＩＣＴ＞中央中の「自分大切主義」ルールを周知しつ

つ、子どもたちの意見を中心にルールを作っていく。 

☆教科等 

＜国語＞対話から単元計画をたてる。  

＜算数・数学＞基本的な授業の流れをそろえる（問題・課題・自分の考え・まとめ・振

り返り）。 

＜外国語＞小中によるオンライン英会話の実践。 

＜社会＞考えをグループで伝え合う。 

＜理科＞班で協力して実験・観察・考察できるような役割の工夫。 

＜体育＞選択肢を与えるなどの手立てをし、トライアンドエラーの繰り返しをする。 

＜図工・美術＞友達の作品から自分の制作に生かしたいポイントを書かせる。 

＜音楽＞発表会、授業の見通しをもたせる。 

＜技術・家庭＞作品の見本を提示。 

☆教科外等  

＜特別活動＞委員会活動の交流、小中間アンケート 

＜総合的な学習の時間＞相手意識をもった学習の展開、グループでの交流 

＜道徳＞児童生徒が交流し深める。彩の国の道徳の充実。 

＜ＩＣＴ＞クラスルームの活用 

＜小中連携＞中学生も小学生に見せ、活動に充実性を持たせる。 

・あいさつ運動 ・学校や部活動の見学 ・陸上練習参加 ・音楽や作品の交流 

全学調・県学調の結果分

析及び授業改善の検討 

ハイパーＱＵ

の結果分析及

び学級経営改

善の検討 

小中相互授業参観の実施 

☆教科等 

＜国語＞『なまず』を３校統一して使用  

＜算数・数学＞振り返りを毎時間・単元ごとに行う。 

＜外国語＞目的や場面を設定して、必要感をもたせる。  

＜社会＞当事者意識をもつことができるような発問の工夫。 

＜理科＞課題の文言、発問の工夫。日常生活から材料を集める。 

＜図工・美術＞鑑賞カードの活用。 

＜体育＞ICT の活用、児童生徒自身が振り返りを考えられるようにする。 

＜音楽＞オクリンクや振り返りカード、演奏の様子を録画。  

＜技術・家庭＞毎時間の小さな振り返りから次の課題を設定に。 

小中間の相互理解⇒共通目標の達成！ 

令和５年度 

小中一貫合同

研修会にて作成 


